「ネット社会の歩き方」レッスンキット　指導事例集

「５０　“ウチら”のルールとわが家のルール」
１．指導対象

　小学校高学年～中学３年生

２．教科・科目

　　道徳
３．指導意図

小中学校の新しい学習指導要領の「道徳」には「情報モラルに関する指導に留意すること」と記載されている。このことから、すべての教室で「道徳の時間」に情報モラルの授業が実施されることになった。
本教材は小学校高学年から中学校の「道徳の時間」に用いる情報モラルの教材として開発したもので、学習指導要領道徳におけるねらいとしては「公徳心をもって法やきまりを守り，自他の権利を大切にし、進んで義務を果たす」を設定し、情報モラル指導実践キックオフガイドのモデルカリキュラム表におけるねらいとしては「c3-2：「ルールや決まりを守る」ということの社会的意味を知り、尊重する」を想定している。
指導資料は次のようなストーリーになっている。６年生になった主人公がケータイを持つことになったため、家族で話し合ってルールを決めた。その中には、「充電器は居間に置き夜１０時までにケータイを差し込んでおく」というルールも決められた。
それから数日たって、クラスの仲の良い友達とも「ウチらのルール」を作り、件名に「星印」が書かれたメールは５分以内に返事を送ることになった。その日の夜、ちょうど１０時前に友だちから「星印」が書かれたメールが届いたのだが、もうケータイを居間に持って行く時間になってしまった。主人公はどちらのルールを守ればいいのだろうか。指導資料の最後には「我が家のルール」と「ウチらのルール」のどちらを優先すればいいか主人公の迷う姿が描かれている。この主人公の葛藤する姿を通して、情報社会におけるルールの重要性やルールを守ることの意義に気づかせたい。そして、主人公が迷っている理由を考える中で、ルールを守る道徳的価値に気づき、もし自分が当事者だとしたらどちらの価値を優先するかなど役割取得を視点にして自分なりの意見を持たせたい。さらに、学級で異なる意見の友だちと討論し交流し合うことでより高次の道徳的実践力を身に付けさせたいと考えている。
４．指導目標

①ネットを使う時のルールを決め守ることの大切さを理解する

②ルールを守ることの意義について気づく
③通常のルールとネット上のルールとの違いに気づき、共に守ろうとする態度を培う
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	【導入】
ネットの利用に関して、生徒の日常生活の中でネットを使う上でのルールを決めている例を発表させ、どのような経験があるか経験を共有する
	児童生徒がどのようなルールを定め、どのように守っているのか生活経験を話し合う

	【展開１】

指導資料「ウチらのルールと我が家のルール」を読み取る

※それぞれの登場人物の行動や発言をきちんと読み取るようにする

指導資料を読むだけでなく、ストーリーを振り返り、誰がどのような発言をしたのか確認するためにデジタルコンテンツを視聴する（１～１１）
	指導資料を配付し、一旦黙読させる。全員の黙読が終わってから、教師がもう一度範読する。

【考える手だて】

・私たちの身の回りにはいろいろなルールがあります。このようなルールを守ることはみんなが安全で快適な生活を送るためにとても大切です。このようなことから、インターネットやケータイを使うときにはどのようなことに気をつければよいか考えてみましょう。

・ルールを守ることは自分を守ることになります。このことから、ルールを守ることの大切さについて考えてみましょう。

・インターネットやケータイのルールは私たちの身の回りにある今までのルールと同じところと少し違うところがあります。どのようなことが同じで、どのようなことが違うのか考えてみましょう。

	【展開２】

指導資料に含まれる道徳的価値に気づく

※家族で話し合ったルールを守ることの大切さ
※友だちとの約束を守ることの大切さ
デジタルコンテンツを視聴してそれまでの経緯や主人公の置かれた状況を確認する（１２～１５）
	家族で話し合ったルールを守ることも、友だち同士で決めたルールを守ることも大切です。どちらを優先させるのか、どちらのルールを重視するのかを考えることが大切です。

【発問①】ミサキはどうすると思いますか。あなたの予想を考えてみましょう。また、なぜそのように予想したのか理由も考えましょう。
【発問②】予想をもとに学級で話し合ってみましょう。いろいろな人の立場に立って考えることができるといいですね。

	【展開３】

自分がミサキならどちらのルールを優先するか考える

※二つの価値の対立と葛藤

※自分ならどちらを優先させるのか

※他の人との意見の違いに気づく
	二つの価値が対立し葛藤する中で、自分としてはどちらの価値を優先するのか考え、またその自分の意見を他の友だちの意見と討論し合う

【発問③】学級で話し合ったことをもとにして、もしあなたがミサキの立場ならどうするか、その理由を考えましょう。①や②で考えたこととちがっていてもかまいません。

	【まとめ】

学習のまとめを行う
	授業を通して自分なりに考え、自分で判断すること大切さを気づかせる


６．道徳教材としての留意点
本教材は「道徳の時間」に用いる指導資料として作成したものである。学習指導要領道徳の解説には「なお，道徳の時間は，道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深めることを通して道徳的実践力を育成する時間であるとの特質を踏まえ，例えば，情報機器の使い方やインターネットの操作，危険回避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼をおくのではないことに留意する必要がある」と書かれている。道徳の時間は児童生徒の道徳的実践力を育成することに主眼が置かれるのであれば、教師の価値観を押しつけたり、禁止事項を一方的に守らせたりするのではなく、生徒が自分で考え自分で判断するプロセスが大切である。また、間違った行動をしたために結果的に取り返しのつかない結果を招く暗転型のストーリーを示すことで、間違った行動をしないように児童生徒に注意を促すことも、教師の価値観を押しつけることになるため、道徳の時間には適さないと考えられる。
本教材では、児童生徒が「我が家のルール」を選んでも、「ウチらのルール」を選んでも共に間違いというものはなく、それぞれに道徳的価値が含まれどちらも正解であることを示したい。むしろ、どちらを選ぶのか根拠を以て考えることが重要であり、そのような態度が「正解」となると考えたい。

また、学習指導要領道徳の解説には「指導に際しては，情報モラルにかかわる題材を生かして話合いを深めたり，コンピュータによる疑似体験を授業の一部に取り入れたり，児童の生活体験の中の情報モラルにかかわる体験を想起させたりする工夫などが考えられる」とあるように、自分の考えの根拠となる理由を明らかにしながら、学級内で異なる意見を交流させ討論させたり、疑似体験や生活経験を生かして情報社会の特性にも気づかせたりすることが大切である。
（指導資料）「ウチらのルールと我が家のルール」
	ミサキは６年生になったので、ケータイを買って欲しいと家の人にお願いしました。ミサキの両親も、ミサキが学校から帰って塾や習い事に行ったりするので、そろそろケータイを持たせてもいいかと考えていたところでした
ミサキ「うれしいな、ケータイを使うことができる」
ミサキの母「でもケータイを使う前にルールを決めましょう」

ミサキにケータイを持たせる前に家族で話し合っていくつかのルールを決めました。ケータイを使う時間や使ってはいけない場所、それからフィルタリングの設定やブログやプロフに個人情報を書かないこと、ダウンロードするときには両親に許可を得ること、などが決まりました
ミサキの母「家のルールは守ってよね」
ミサキにとって、一番厳しいのは夜の10時までに居間に置いてある充電器にケータイを差し込んで、それ以降は使わないというルールで、1秒でも遅れたらその場で取り上げられることになりました。
ミサキの父「ルールはきっちり守ってもらうからね」
ケータイを買ってもらったミサキはご機嫌で、クラスで仲良しの友達とアドレスを教え合って、自宅でメールのやりとりをするようになりました。
休み時間にいつものグループで話しているとメールの話しになりました。
サクラ「最近さあ、メールの返事がみんな遅いと思わない。これって困るんだけど」

ユウカ「そうそう、大切な相談がある時に返事が遅いと困るよね。」

ミサキ「こっちが真剣に相談しているのに、無視されたような気持ちになるよ。」

サクラ「なら大切なメールには何か分かるように目印をしておけばどう？」

ユウカ「それいいかも」

サクラ「じゃあ、大切なメールには件名に星印を入れましょ。それでさあ、件名に『星印』が書かれたメールは５分以内に返事を送ることにしようよ。これって『うちらのルール』だよ。」

ミサキ「うちらのルール？」

ユウカ「賛成」

サクラ「ミサキいいよね？」
ミサキ「あ、う、うん」
この日は『うちらのルール』を作ることで盛り上がりました。
この日の夜、１０時前になったのでミサキが居間の充電器にケータイを差し込もうとしていました。
その時です。メールの着信音が鳴りました。
ミサキ「あっ。サクラからだ」

ミサキはすぐにケーターを開いて件名を見てみると、『星印』が付いていました。
ミサキ「星印！ヤバイ、5分以内に返事を書かなきゃ」

ミサキは時計をちらっと見ました。もう10時になろうとしています。
ミサキ「でも、そんな時間はないわ。どうしよう」今すぐケータイを居間に持って行かないと間に合わない。今日話し合ったばっかりの『うちらのルール』だし、これを守らないと無視したって言われて友達から外されるかもしれないわ。」

ミサキはケータイを開いて返事を書こうとしたが、すぐに閉じました。

ミサキ「でも、家族との約束を守らないとケータイを取り上げられるかもしれないし。どうしよう、どっちのルールを守ればいいの」
ミサキはケータイを持ちながら時計をながめてどうすることもできずに立ちすくんでしまいました。ミサキはどうすると思いますか。
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